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『百科全書』の訳語
「化学」 「天文学」 「物理学」 に よる(そ の2)
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〈新語① 〉(本資 料,及 び本資 料以前 の洋学書 《蘭学書 を含 む》 を初 出
とす る語)を 検討 した。 多 くの新 語が 見 られる。明治期 とい う急激 な西
洋 化 に対 応 して新語 造 りを可能 に したの は,前 代 の蘭学の遺 産であ る語
彙 を活用で きた こ と,と くに本稿 で扱 った 自然科学 の分野で は,蘭 学 が
生産 した語 を語基(stem)に3字語,4字 語 を大量 に造 ることがで きた。
また,蘭 学 が編み 出 した訳 語法,造 語 法 を利用す ることがで きた。 初
期 の段階 では中国洋学 か らの借用語 も見 られ るが,本 資料の時代 は 日本
人の手 による造語(訳 語)が 盛 ん で,そ の際 に蘭学 が確 立 した訳語法 が
役立 った。いわいる和製漢語の造語法 の基本 になった。
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4.〈新語②〉の検討
〈新語② 〉に分類 した語彙 は,漢 籍 に古 くか らあ って も,日 本語 では幕
末 ・明治期 まで(1873〈明治6年 〉.本資料の 『百科全書』以前)用 例
の見 えない語 あ る。 中には 『史記 』 『荘 子』 『葡子』 な どといった,日 本
の漢学者 ・洋学 者 た ちが,当 然知 っていた と考 え られ る漢籍 を典拠 とす
る語 もあ る。本稿 では,そ れ まで これ らの語彙 は 「了解語彙」 であ って
も 「使用語 彙」 にいた らなか った語彙 とい う理解 に立 って 「新語」 とし
た。つ ま り,了 解語彙 が訳語 を契機 として使用語彙 になった と考 える。
1)〈新語②〉の現存語
「化学」
簡明 顔料
蒸留 水滴
有益 類似
危害 牽引 効用
生産 操作 注意
(25語中)
種別 食塩 熟知
発芽 無色 熔櫟
命 顔 料paints
但 シ硝 子 及 ヒ紬 薬 ニ ハ 緑 色 ヲ与 へ 顔 圭Lニハ 極 テ 美 艶 ナ ル黄 色 ヲ 生 ズ。
Toglassandenamelitcommunicatesagreencolour,buttothe
painteritaffordsoneofhisprettiestyellows.
「顔 料 」 は 中 国 古 籍 の 『福 恵 全 書 』 に 見 え,近 代 の 中 国 洋 学 書 『地 球 説
略 』(1856)にも見 え る 。 和 書 で は 本 資 料 や 『米 欧 回 覧 実 記 』(1877)の例
が 早 い 。 い ず れ に して も,日 本 語 で は 洋 学 の 用 語 と して 使 わ れ た こ とが
契 機 と な っ て使 用 語 彙 に な っ た と考 え られ る。
◇ 牽 引 スattract
同 氏 日 ク 或 ル 諸 体 ノ微 細 分 子 ハ 測 ル ベ カ ラ ザ ル 強 力 ヲ 以 テ 互 二 童 巫
ル 性 ア リ
Hewasofopinionthattheminuteatomsofcertainbodiesattracteach
otherwithanunknownbutenormousforce,
「牽 引 」 は 『史 記 』 に 見 え る が,日 本 語 で は 本 資 料 と同 時 期 の 『解 体 辞
書 』(1875)まで 見 え な い 。 近 代 に な っ て,訳 語 と して 使 わ れ た こ とが き
っ か け に な っ た と考 え られ る 。
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◆ 種 別classes
和 合 量 記 号 種 別
equ.ivalentraUos-symbols-classes
「種 別 」 は 『漢 書 』 を 出 典 とす る 。 しか し,日 本 語 で は 『西 国 立 志 伝 』
(1870)まで 待 た な け れ ば な ら な い 。 た だ,そ の 後 は 本 資 料 を は じめ 翻 訳
書 に 散 在 す る。
◆ 食 塩salt
夫 ノ砂 糖 若 クハ食 塩 ヲ水 二 溶 ス ガ如 キ 是 ナ リ
thesameasifwehaddissolvedsugarinwater,orsaltinwater.
「食 塩 」 は 『管 子 』 に あ る と い う。 日本 語 で は 『薬 品 名 彙 』(1873)が早
い 。 幕 末 に 日本 に 輸 入 され た 中 国 英 学 に も見 え な い よ うで あ る か ら,日
本 語 で 訳 語 と して 使 用 され た の が き っ か け と考 え ら れ る 。
◆ 蒸 留distil
之 ヲ熱 シ テ 漸 々盗 貿 之 冷 水 ヲ以 テ 圃 続 セ ル受 器 二 之 ヲ集 取 ル ナ リ
Thenitricaciddistilsover,andiscollectedinareceiversurrounded
bycoldwater.
「蒸 留 」 は 漢 籍 で は 〈蒸 す 〉の 意 で 明 の 詩 に 見 え る と い う。 「蒸 留 」 の
意 で 用 い ら れ る の は 日本 の 蘭 書 『舎 密 開 宗 』(1847)が早 く,中 国 語 か ら
の 転 用 と い う こ と に な る 。 術 語 の 造 語 法 の 一 つ の 形 式 を 示 して い る 。 こ
う した 中 国 語 か ら の 転 用 は 他 に も見 ら れ る 。 た と え ば 「水 滴 」 は 〈硯 の
水 入 れ 〉か ら 〈水 しず く 〉の 意 味 に 転 用 され て 日本 語 で 使 わ れ て い る 。
◆ 生 産
鉄 ハ 金 属 中 用 処 最 モ 広 ク シ テ 其 生 産 ノ 之 二 応 シ メ 多 キ ハ 実 二 世 上 一 汎
ノ大 幸 ト謂 フ ベ シ
Ironisametalofgreatutility,anditisfortunatelyfoundabundantly.
「生 産 」 は 「史 記 』 を典 拠 と す る が 〈商 売 ・家 業,出 産 〉 の 意 で 使 わ れ
〈せ い さん 〉 と読 ん だ 。 今 日の 意 味 で の 使 用 は,明 治10年 代 に 入 っ て か
らの よ う で あ る 。 上 記 の 用 例 の 「生 産 」 は,今 日の 意 味 で 使 わ れ て い る
か ら 早 い 例 で あ る 。 た だ,英 語 と の 関 係 で み る と 意 訳 で 「生 産 」
<production>に当 た る 語 が な い 。
◆ 発 芽germinate・n
植 物 ノ発 芝 及 ヒ成 長 ニ モ 亦 酸 素 ヲ必 要 トス
Oxygenisessentialtothegerminationofplank,andlikewisetotheir
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growth.
〈感情 や構想 が生 じる〉意味 で 『宗元』 に見 える とい う。生物 が芽 を
出す こ との意味で は 『日本国語 大辞典』(2版)は 「生物学語彙』(1884)
を初出 と している。 これ を前提 にすれば,本 資料(1873)の方が早い こと
になる。 なお,中 国語 で は人 間の感情 や思考が対 象であ るの に対 し,日
本語 では生物学 用語 と して用 いてお り,意 味 を拡 大 して使用す る一種 の
転用 になっている。
「天文学」
恒星 墾掘 星座
北点 落下 暦法
自乗 創造
(17語中)
緻密 濃厚 分割
◆ 恒 星fixedstars
此 ノ如 キ 者 ヲ 名 ケ テ 行 星 又 遊 星 ト云 フ此 行 星 ノ運 動 二 管 セ ズ 大 団 聚 ヲ
為 シ テ 自 己 二 其 定 位 チ 守 ル 者 ヲ総 テ 名 ケ テ 定 星 又」亘星 ト云 フ
Inoppositiontotheseerraticorwanderingbodies,thegeneral
multitudethatkepttheirplaceswerecalledfixedstars.
「恒 星 」 に つ い て,当 時 は 「定 星 又 恒 星 」 とい う よ う に ま だ 定 か で は な
い 。 こ の こ と は,引 用 の 前 部 に あ る 「行 星 又 遊 星 」(erraticorwandering>
に つ い て も同 様 の こ とが い え る 。 結 局 「遊 星 」 と 「恒 星 」 が 残 っ た 。 「恒
星 」 は 『春 秋 左 伝 』 を 出 典 と して お り,日 本 語 で は 蘭 学 に 見 え る ・ な お
「定 星 」 の 語 は 漢 籍,和 書 と も に古 くか ら 見 え る が 「恒 星 」 の 意 味 で 用 い
ら り る の は 本 資 料 が 早 い よ う で あ る 。 ま た 「遊 星 」 は 『遠 西 観 象 図 説 』
(1823)を初 出 と す る 語 で く新 語 ① 〉 の 語 で あ る 。 ち な み に 「行 星 」 は
『和 英 語 林 集 成 』(1867)が早 い よ うで あ る 。
◆ 自乗square マ マ
結 布 靱 ノ 第 二 第 三 ノ 法 則 二 拠 リ テ 其 力 ハ 距 転 ノ 数 ノ且 塁 ヲ転 倒 ス ル 者
二 同 シ キ ト云 フ コ トヲ経 試 セ リ
FromKepler'ssecondandthirdlaws,heprovedthattheforceis
inverselyasthesquareofthedistance;
「自乗 」 も 『漢 書 』 を典 拠 とす る 。 しか しs日 本 語 で は 本 資 料 ま で 見 え
な い よ う で あ る 。 こ の 語 も英 語 に 触 発 さ れ て 用 い ら れ る よ う に な っ た と
考 え ら れ る 。
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◆ 星 座COnStellation
方 今 ノ北 極 ノ在 ル 処 ハ 小 熊 ノ星座 ノ 中 二 於 テ 最 大 星 ノー 度 半 ノ内 二 在 リ
Thepresentpositionofthenorthpoleiswithinadegreeandahalfof
abrightstarintheconstellationoftheLesserBear.
「星 座 」 は 『史 記 』 に 見 え る 。 日 本 語 で は 幕 末 の 『遠 西 観 象 図 説 』
(1823)が早 い 。 「星 座 」 は 蘭学 を媒 介 と して使 わ れ,近 代 語 と して 英 語 の
訳 語 に も用 い られ て 今 日 に い た っ て い る 。
◆ 創 造invendon
カ リ レオ
木 星 ノ衛 星 ハ 加 利 略 ノ発 見 ス ル 所 ニ シ テ 此 発 見 ハ 測 天 鏡 ノ創 造 二 由 テ
得 タ ル結 果 ノー ナ リ
ThesatellitcsofJupiterwerediscoveredbyGεαileo, eingamongthe
firstresultsoftheinventionofthetelescope.
「創 造 」 も 『後 漢 書 』 に 見 え る 。 日本 語 で は 『英 和 対 訳 袖 袖 辞 書 』(再
版,1867)に 見 え る の で,本 資 料 の 方 が 少 し後 に な る 。 この 引 用 文 で は
ぐnvention>に「創 造 」 を 当 て て い る。
◆ 濃 厚densely
木 星 土 星 共 二 零 園 氣 ア リ其 氣 濃 厘 ニ シ テ 雲 霧 ノ如 ク
BothJupiterandSaturnhaveatmospheressodin_selfla e .
こ の 「濃 厚 」(『風 俗 通 』)の 本 来 の 意 味 は 〈傾 向 が 強 い 〉 こ と を い っ た
が,近 代 に な っ て 日本 語 で く濃 く厚 い 〉 に転 用 され た 。 本 資 料 は そ の 早
い 用 例 で あ る 。 な お,例 文 中 の 「零 園 気 」 は 「雰 囲 気 」<atmospheres>
の 誤 植 と思 わ れ る 。
◆ 落 下 スfalling
諸 物 質 相 共 二 其 自 己 ノ 重 力 ヲ 以 テ 蓋 工 之 其 落 下 ノ勢 二 由 リ テ 変 シ テ 熱
氣 ヲ興 ス コ トハ 讐 ヘ ハ 両 石 相 糖 撃 シ テ熱 気 ヲ生 ズ ル ガ如 シ ト
fallingtogetherbygravity,haditsmotionconvertedintoheat,justas
twostonesareheatedbyclashingtogether.
『水r伝 』 に見える とい う。 日本語で は 『牙氏初学須知』(1875)が早い
ようであ るが,本 用例 も同 じ時期 であ る。訳語 と して使 われたのが初め
の ようである。
◆暦法calendar
[歴法]民 間常用 ノー年ハ全キ 日ヲ以テ算セザルヘカラザ ルニ由 リ尽 ク日
ノ零数 ヲ断去 レリ既二零数 ヲ去 ル トキハ自然 ノー年 ト全 ク異ナルコ トナシ
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TheCalendar.‐Howthecivilyear,whichmustcontainanexact
numberofwholedays,isadjustedtothenaturalyear,whichcontains
fractionsofaday,
『新唐書 』 を典拠 とす る。 日本語で は 『開化問答』(1874)に見える とい
う。本資 料 も早 い例 になる。 この語 も,こ の項 の他 の多 くの語 と同様 に
訳語 が契機 となって 日本語 に使用語彙 として登録 された。
「物理学」
回行 発散
飛沫 標点
軌道 屈折
(20語中)
接合 鍛鉄 墜落 定則
◇ 廻 行 スrounda皿dround
是 ノ如 ク 速 力 増 加 シ テ 空 気 ノ抵 抗 ナ カ リ セ バ ー 旦 発 射 シ タ ル 体 ハ 永 久
地 二 堕 チ ズ シ テ 地 球 ノ周 囲 ヲ廻 丘z」ル ベ シ
Ifthiswerethecase,theprojectile,insteadoffalling,would,ifthe
resistanceoftheairwereremoved,continuetogoroundandroundthe
earthforever.
現 代 日 本 語 で は 「廻 行 」 は 「回 転 」 に 取 っ て 換 わ られ て い る 。 「廻 行 」
は 福 沢 諭 吉 「福 翁 自伝 』(1897)に見 ら れ る こ とか ら,本 資 料 も含 め て 明
治 期 に は 少 な く と も洋 学 者 の 間 で は 使 わ れ て い た もの と考 え ら れ る 。
◆ 軌 道orbit
其 一 例 ヲ挙 ケ ンニ 太 陽 ノ引 力 ハ 其 遠 キ コ トニ 千 八 百 五 十 四 百 万 里 ナ ル
ネ ブ チ ュ ー ン星 ヲ其 軌 道 二 維 持 ス
thatgravitationretainsNeptuneinhisorbitatthedistanceof2854
millionsofmilesfromthesun.
「軌 道 」 に は い く て か の 意 味 が あ り,基 本 の 〈運 動 の 道 筋 〉 『史 記 』,
〈iEしい 方 向 〉『漢 書 』 とい う よ う に 中 国 の 古 籍 を 典 拠 とす る が,〈 車 の 道,
電 車 道 〉 は 日本 語 で の 意 味 の 転 用 と 考 え ら れ る 。 な お,上 記 の 用 例 は 基
本 の 意 味 で あ る 〈運 動 の 道 筋 〉,と く に天 体 運 動 を指 して い る 。
◆ 屈 折refraction
温 線 ハ 大 抵 光 線 ノ 如 ク 反 射 受 容 凪 近 ノ 則 二 従 フ モ ノ ニ シ テ 他 体 二 当 ッ
レバ 或 ハ 入 リ或 ハ 反 射 セ ラ ル
Raysofheatfollowalmostthesamelawsastoreflection,absorption,
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refraction,&c.,asraysoflight,
「屈 折 」 も 〈曲 が り折 れ る 〉 意 味 で 『荘 子 』 に 見 え る 。 た だ,今 日 の
〈人 の 意 思 や 考 え を 曲 げ させ る 〉,ま た 〈光 波,水 波,電 波 が 方 向 を 変 え
る 〉意 味 で の 用 法 は,日 本 語 で 近 代 に 加 え た も の の よ うで あ る 。 こ の 意
味 で の 使 用 は 本 資 料 が 早 く,訳 語 が そ の 契 機 に な っ た と考 え られ る 。
◆ 墜 落 スfall
吾 人 石 ノ地 上 二 」麹2と トキ ハ 地 球 モ 亦 石 二 引 カ ル ル ノ 理 ヲ 確 信 ス ル
ニ 足 ル
Wecannothelpbelieving,then,thatwhenastonefalls‐inother
words,whentheearthdrawsastonetowardsit‐theearthisitself
drawn,orfalls,towardsthestone.
「墜 落 」 は 〈堕 ち る 〉意 味 で 「顔 氏 家 訓 』 に 見 え る 。 『日本 国 語 大 辞 典 』
(2版)は 『経 国 美 談 』(1883)を初 出 と して い る 。 現 代 語 で は,他 に く急
激 に 衰 微 す る 〉 意 味 も あ る が,こ の 方 は 日本 語 の もの で あ ろ う。
◆ 飛 沫drop
潔 布 ノ如 キ モ 亦 加 速 ノ為 二 其 下 部 ハ 裁 裂 シIlト 為 リテ 降 ル
Inawater-fall,theincreasingvelocitybreaksc}fftheIowerpartofthe
descendingcolumnin蝉,
「飛 沫 」 も 『木 華 』 を 典 拠 とす る 。 日本 語 で は 本 資 料 が 早 い 。 『日本 風
俗 論 』(1894)とっ つ く よ うで あ る 。
◆ 標 点point
然 リ ト難 モ 空 中 ニ ハ 確 乎 不 動 ノ」墓点 ヲ設 ク ル ニ 由 ナ シ
Butwehavenomeansofmarkingafxedpointinspace,
「標 点 」 も 中 国 の 古 籍 『宋 史 』 に 典 拠 を もつ 。 た だ 『日 本 国 語 大 辞 典 』
(2版)は,日 本 語 の 用 例 を 示 して い な い 。 本 資 料 が 早 い 。 訳 語 が 契 機 と
な っ て 使 用 され た の で あ ろ う。
ひとまず,新 語② の現存語 を展望 した こ とにす る。 これ らの語 は,古
くか ら中国 の古籍 を とお して 日本の漢学 者 ・洋学 者 をは じめ文 字階層 の
人 たちに了解 されていた であろ う語 彙であ る。 しか し,近 代以前 の 日本
語 の用例が見 え ない語で ある。 それが幕 末 ・明治初期 の洋書の翻訳 を契
機 に 日本語で も用 い られ る ようになった。そ う した可能性 の高 い語 を重
点 的 に確認 して きた。 そ して,現 代 語で も活用 されてい る。 ただ,そ の
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訳語 と しての取 り入れ方 は一様 でない こ とが確認 で きた。次の ように整
理で きる。
1)原 語(漢 語)の 基本的な意味 にそ った受 け入れ
例 顔 料 ・食塩 ・索 引 ・落下 ・飛沫 ・標点 など
2)原 語 の意味 を転 用 した受け入れ
例 蒸留(〈蒸 ス〉か ら)・生産(〈商売 ・出産 〉か ら〉・濃厚(〈傾向が強
い 〉か ら)
3)原 語 の意味 を拡大 した受 け入れ
例 発芽(〈人間の感情 を対象 〉か ら〈生物学の用語 〉に)・屈折(〈曲が
り折 れる〉か ら〈人間の意志や光波 ・水波の方向 を変 える 〉意味 に)
4)他 の品詞に派生 させ ての受 け入れ
例 「予算 ス」(動詞)が原語 の用法,日 本語では 「予算」(名詞)と した。
〈新語① 〉の西洋語 の翻訳 に際 して新た に造語 す るに も限界が あったで
あろ う。そ うした困難 を克服す るのに,こ の新語② の活用 は大 きな力 とな
った。ただ,こ う した語彙の 中に も,今 日では使われ な くなった語 もある。
5.廃語の検討
ここでい う 「廃語」 は 〈新語① 」〉お よび 〈新語② 〉の 中で,本 資料 の
1回のみ,ま たは近代初期の一時期 に洋学者の 間で使 われただけで,今 日
で は使 われ な くな った,い わゆる 「廃語」 で ある。 なぜ 廃語 になったの
か,現 存語 との 間 に どんな違 いがあ るの か。廃語 の視点 か ら近代訳語 の
性格 を考 えてみ たい。
1)〈新語① 〉〈新語②〉の廃語
「化学」
〈新語①〉
可展性 氣毒性 験熱標 脆硬体 和合量
水素蔵酸 生酸元素 自然剖離 単純始生
軽炭化水素 伝染性有機毒 複合元素化学
く新語②〉
考定ス 升騰ス 常性 熔櫟 流液
苛性尿様
保燃元素
(93語中)
(5語中)
『1'r手十ノ1},1}二』U)11111¥III!291
〈新語①〉
◆ 可 展 性malleable
其 互 展 性 ハ 諸 金 属 中 第 一 ニ シ テ 鎚 展 ス ル トキ ハ ニ 十 八 万 二 千 分 応 ノ ー
ノ 薄 箔 トナ ス ベ シ
Itisthemostmalleableofmetals,andmaybebeatenoutintoleaves
nothickerthan1-282,000thofaninch;
の 　よオ
「可 展 性 」 は 〈打 ち延 ば しの で き る 〉 こ と 。 「展:」は 〈展 〉 意 味 。 現 代
の 英 和 辞 典 の 中 に は 「可 鍛 性 」 の 訳 を 付 け て い る もの も あ る。 「順 応 性 」
の こ と。
◆ 氣 毒 性poison
此 氣 垂 性 ア リテ 然 ル ニ 非 ズ
notthatitisaoison,
この 「氣 毒 性 」 は,現 代 は 「劇 毒 ・猛 毒 」 と訳 され る。
◆ 験 熱 標pyr・meter
故 ニ ウ イ ジ ウ ー ド氏 ハ 之 ヲ劉 塁 トシ テ 火 櫨 等 ノ劇 熱 中 二 置 キ
henceitwasemployedbyWedgewoodasakjndof　hermometer,or
ratherpryTeter,
「験 熱 標 」(<pyro-meter>)現代 語 で は 〈高 温 計 〉 と訳 さ れ る 。
◆ 脆 硬 体brittlesolid
硫 黄 ノ塊 ヲ ナ ス者 ハ 浅 黄 色 ノ脆 盤 ニ シ テ 臭 味 共 ニ ナ シ
Thepropertiesofsulphurare,that,wheninmass,itisapale,yellow,
brittlesolid;quiteinsipidandinodorousintheco]d,
「脆 硬 体 」 も,現 代 語 に は 見 当 た ら な い 。 「脆 硬 体 」 の 訳 語 法 は
<brittle>に「もろ い 」 を<solid>に 「硬 体 」 を 当 て た の で あ ろ う。 今 日
の 「固 体 」 「固 形 体 」 に 当 た る の で あ ろ う か 。 明 治 期 の 訳 語 法 ,と くに 理
系 の 用 語 は 逐 語 訳 が 原 則 で あ る 。 こ の 例 の よ う な 〈brittlesolid>2語の
熟 語 に対 して は,ま ず1語 ご と に 分 解 して 訳 を 当 て,そ れ を 再 び 合 わ せ
て2字 熟 語 とす る の が 一 般 的 で あ る 。
◆ 和 合 量equivalentratios
化 学 的 抱 合 検 査 ノ 成 績 ト シ テ 数 字 ヲ 以 テ 各 元 素 の 租 盒 量 ヲ示 ス 表 ヲ作
ル ニ 至 レ リ
Theresultofinvestigationsofchemicalunions]hasbeentheformation
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ofscalesexhibitingtheequivalentratiosofthesimpleelements,
expressedinnumbers.
「和 合 量 」 の 「和 合 」 は 現 代 語 に も 見 え る 。 た だ<equivaentration>を
直 訳 す る と く同 率 〉 と い う こ と に な ろ う 。
◇ 水 素 蔵 酸hydrocyanic
普 魯 士 酸 一 名 丞 蓋 蔵 酸 ハ 諸 種 ノ 果 実 及 ヒ 花 中 二 存 ス ル 者 ニ シ テ 大 毒 ナ リ
PrUSSiCOr旦卸 ⊆aCid,fOUndinVariOUSfru.itSandflOWerS,iSa
mostpowerfulpoison.
「水 素 蔵 酸 」,現 代 語 で は くシ ア ン化 水 素 〉 と訳 さ れ て い る 。 〈シ ア ン 〉
は オ ラ ン ダ語 の 〈cyaan>(英語<cyan>)で 蘭 学 で は 「シ ア ン」 と音 訳
して 用 い た 。 た だ,引 用 文 に 見 え る よ う に 「普 魯 士 酸 」(prussic)とも言
っ た ら しい 。 「水 素 」 は 蘭 学 の 語 で あ る こ と は 述 べ て き た 。
◇ 保 燃 元 素combustion
且 ツ 其 抱 合 ス ル ニ 通 常 光 熱 ヲ併 発 ス ル ガ 故 二1ノ 通 名 ア リ
andtheirunionbeinggenerallyaccompaniedbylightandheat,have
beentermedsupportersofcombustion;
「保 燃 元 素 」 も,今 は 見 え な い 。 「保 燃 」 に は,今 は 「燃 焼 」 を 当 て る
が 「燃 焼 元 素 」 の 語 は な い 。4字 漢 語 は[2字+2字 〕 の 構 成 が 普 通 で あ
る が,そ の[2字](語 基=造 語 要 素)が既 存 語,新 語,既 存 語 同 士,新 語
同 士 な ど,さ ま ざ ま な 組 み 合 わ せ が あ る 。 こ の 「保 燃 元 素 」 は[新 語+
既 存 語]の 組 み 合 わ せ で あ る が,新 語 の 「保 燃 」 が 廃 語 に な っ た 。 「元 素 」
は,蘭 学 の 用 語 で あ る 。 明 治 期 に は,と く に 理 系 の 語 で は,蘭 学 の 語 が,
新 しい 語 の 語 基 と して 活 躍 した 。
◇ 複 合 元 素 化 学compoundofcompoundradicale
有 機 化 学 二 複 合 元 素 化 学 ノ別 名 ア ル ハ 之 力 為 ナ リ
heucethetermchemistryofcomtioundradicals.
こ う し た 複 数 の 語 基 か ら な る複 合 語 は,化 学 や 医 学 な ど の 用 語 に 多 く
見 ら れ る 。 複 数 の 要 素 か ら な る物 質 を1語 に一 括 して 現 す 複 合 語 の 構 造 で
あ る 。 要 素 ご と に 語 基 を 当 て い く こ の 造 語 法 は,化 学 記 号 の 構 造 と 同 じ
様 式 に な っ て い る 。 内 容 を理 解 す る の に 合 理 的 な方 法 で あ る と い え る。
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〈新語②〉
◆ 升 騰 スsublimed
其 土 質 ヲ 分 離 ス ル ニ ハ 之 ヲ 蒸 留 シ テ 硫 黄 ヲ丑騰 セ シ メ受 器 二 受 ケ テ 凝
結 セ シム ル ナ リ
Theearthymatterwhichthusaccompa皿iesthetruesulphurveins,is
separatedfromitbydistillationwhenthesulphurissublimedand
condensedinproperreceivers.
「升 騰 ス」 も現 代 語 に は 見 え な い 。 今 日の 化 学 用 語 で は<sublimed>を
〈昇 華 す る 〉〈浄 化 す る 〉 と訳 して い る 。 「升 騰 」 は,中 国 の 古 籍 に 見 え て
〈お ど りあ が る 〉〈の ぼ りあ が る 〉 の 意 味 で あ る 。 既 存 語 の 意 味 の 転 用 と
い う こ と に な る が,化 学 用 語 と して は 固 定 され ず ,あ ら た に 訳 し換 え ら
れ た こ と に な る 。 と く に,専 門 語 に お い て は,既 存 語,ま た 既 存 語 の 意
味 の 転 用 で は,完 全 に 当 て は ま る こ と は 少 な く,そ う し た 語 は,こ の よ
う に 訳 し換 え ら れ る こ とが 多 く見 ら れ る 。
◆ 常 性usual
蓬 酸 ハ 酸 類 ノ劃 生ア レ ドモ 平 常 ノ温 度 ニ テ ハ 其 力 甚 タ強 カ ラ ズ
BoracicAcid・-Thissubsta皿ceevincestheusualpropertiesofa皿acid,
butitisnotapowerfuloneatordinarytemperatures.
「常 性 」 も,今 日で は 〈通 常 の 〉〈普 通 の 〉が 用 い ら れ て い る 。
(以上 「化 学 」)
「天文学」
〈新語① 〉
光鎧
小行星
〈新語② 〉
咽需
光球 彩球 天狼 海狸星 穀女星 衆星界
汐石 天后星 武女星 変化星(53語 中)
界限 陥入 高崇 常度 (5語中)
〈新語①〉
◆光鍛ring
土 星ハ其光鎧 ト共二 第八 ノ行 星 ヲ為 シ太陽 界中二於 テ最 モ注 目スベキ
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星 ナ リ
Saturnwithits血≧g,orratherrings,andeightmoons,isthemost
remarkablememberofthesolarsystem.
「光 銀 」 は,原 語 〈ring>の訳 で,今 は 漢 字 制 限 が あ っ て 〈環 〉 を 当 て
わ
る。天文学 では 「環」 で 〈土星の環 〉や 〈月の傘 〉をい う。 いずれ に し
て も 「光」 は添えた もので 「光鎧」 は意訳 になろ う。他 に 「光球」 「彩球」
があ り,同 じ構造で,前 部 に 「光」 「彩」 をお き,後 部 の 「球」 を修飾す
る語構成 になっている。
◇天狼sirius
ア ル ラ パ フ ン
星 中 ノ特 二 顕 赫 ナ ル 者 パ ー 個 毎 二 其 名 ア リ亜 徳 羅 蘭(金 牛 宮 ノn)云
狼(犬 熊 宿 ノ鼻 二 於 テ)ノ 如 キ 是 ナ リ
Someremarkablestarshavenames,asAldebaran(αTauri),Sirius(in
thenoseofCanisMajor.
「天 狼 」 今 は,一 般 に 原 語 を音 訳 して 〈シ リ ウ ス 〉 が 用 い られ て い る 。
◆ 小 行 星asteroids
雌 ハ 火 星 ト木 星 トノ軌 道 ノ間 ニ シ ス 火 星 二 近 キ 処 二 在 リ
TheasteroidsorsmallplanetscirculateinaregionTyingbetweenthe
orbitsofMarsandJupiter,
「小 行 星 」 は,今 日で は く小 惑 星 〉 とい う。 「行 星 」 は<planet>の訳 に
も な っ て い る。 ま た<planet>には 「遊 星 」 の 訳 も,頭 の 〈小 〉 を取 っ た
「行 星 」 も見 え,こ の 方 は<planet>から の 訳 で あ る 。 さ ら に は 「内 行 星 」
の 語 も 見 え る。
地 球 ノ軌 道 ノ内 二 在 ル ヲ以 テ 或 ハ 之 ヲ血 丘 星 ト名 ク
srecalledinferior_planets,fromtheirorbitsbeingwithinthatofthe
earth.
◇ 穀 女 星ceres◇ 武 女 星Pallas◆ 火 女 星vesta◆ 天 后 星Juno
バ レ ル 　て ヒ ノ ソン
果 シテ1801年1月1日二於テ西斉里 ノ巴勒摩ノ天文学士比遇 日火星 ト
木星 トノ間二於 テ濫 星 ヲ検出シ尋テ武女星,蚊 星,五 丘星等 ノ検出
アリ
ThediscoveryofCeresbyPiazziatPalermoinSicily(Jan.1,1801),
wasspeedilyfollowedbythatofPallas,Vesta,andJuno;
「穀 女 星 」<Ceres>は 〈ケ レ ス 〉(ギ リ シ ャ 神 話 で 豊 年 女 神)と 音 訳 。
「武 女 星 」 〈Pallas>〈バ ラ ス 〉(ギ リ シ ャ 神 話 で ア テ ナ 女 神 の 名)
と音訳。
『百 手十く}ll}』v)、訳,1'1295
「火 女 星 」<Vesta>〈 ウェス タ 〉(ロ ー マ 神 話 で 火 と 炉 の 女 神)と 音
訳 。
「天后星」<Juno>〈 ジュ ノー 〉(ローマ神話 で 女性 の保 護神)第3
〈新語②〉
◆ 丈因笥露cloudy
小惑 星。
而 シ テ 英 国 ノ如 キ 緯 度 ノ地 及 ヒ天 二1::°.,多キ 時 節 ニ ハ 肉 眼 ヲ 以 テ 之 ヲ
認 ムル コ トハ至 テ難 シ
sothatinourlatitudeandcloudyclimate,itisrarelyseewiththe
nakedeyc.
「咽需」 は 『日本国語 大辞典・』(2版)も 登録 していない。<cloudy>に
は 〈曇 り空 〉 の 訳 が 付 い て い る 。
◆ 常 度regular
更 二 丙 ノー 物 ア リ テ 甲 ノ堂 度 ヲ擾 ル ノ度 ヲ測 定 ス(図 略)
allddisturbedinits工⊆脚orbitbyathird;
「常 度」 は,中 国語 では 『史記』 に見 えるが,日 本語 の使用 は中村正直
の 「西国立志 篇』(1871)まで見 えない。本 資料 と同時期であ る。今 日の
一般の 国語 辞典 には 見えず廃語 にな った よ うで あ る。<regular>には
〈規則正 しい〉〈一定の 〉な どの訳 が付いてい る。
「物理」
<新語①>
A擾 碍性 填充
瑠璃管 舎蜜親和
〈新語② 〉
揮散ル 抗拒ス
寒温器 共行動 独立動 滴流体
(31語中)
露湿ス (3語中)
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〈新語①〉
◇ 撹 擾 スmoved
喩 ヘ ハ 手 ヲ 以 テ 水 ヲ燈 匿 三 レ バ
aswhenthehandismovedthroughcoldwater,
「撹 擾 ス 」 は,蘭 学 の 用 語 で 『舎 蜜 開 宗 』 を 典 拠 に す る 。 〈か き ま わ し
て 混 乱 を 起 こ さ せ る 〉 意 で,〈 撹 拝 す る 〉(蘭 学 の 用 語)こ と 。
◇ 碍 性(磯 性)impenetrability
此 学 二 関 ス ル 物 性 ノ 緊 要 ナ ル モ ノ ハ 理 生,積 分 性,動 静,気 孔,携 縮,
弾 力,引 力,三 体 布 性 是 レ ナ リ
Themoreimportantofthepropertiesofmatterare‐Imyenetrability,
Extension,Divisibility,Inertia,Porosity,Compressibility,Elasticity,
Attraction,StatesofAggregation,Malleability,&c.
「碍性」 は,日 本最初の物理学 の訳書 『気海観瀾』(X827)が初 出である。
また,こ の 「碍性」 は 『哲学字彙』(1881)の<lmpenetrability>の訳 と し
て 「礫性」 の形で登録 されてい るが,今 日の一般 の国語 辞典 には見 えな
いo
◇ 寒 温 器thermometer
此 百 度 塞 湿 器 ト称 ス ル 器 二 従 ヘ バ 水 ハ 零 度 二 於 テ 泳 リ百 度 二 至 リ テ 沸
騰 スベ シ
Accordingtothisthermometer,whichiscaredthecentigrade,water
freezesatO°,andboilsat100°.
「寒 温 器 」 は,今 日で は く温 度 計 〉 が 普 通 で あ る 。 〈寒 暖 計 〉 の 初 出 は,
蘭 学 で 天 保 年 間 か ら 見 え る が,こ の 時 代 は く験 温 器 〉 が 優 勢 で あ っ た 。
ま た,〈 体 温 計 〉 は,明 治30年 代 に 入 ら な い と 見 え な い よ うで あ る 。 な
お,引 用 文 で い う 「百 度 寒 温 器 」 は,今 で い う 「〈セ 氏 〉温 度 計 」 の こ と
で あ る 。
◇ 共 行 動commonmotion◆ 前 進 動 ◆ 独 立 動
船 上 二 座 ス ル モ ノハ 船 行 ケ バ 共 二 動 ク之 ヲ去 五 動 ト日 ク
Amansittingonthedeckofashiphasacommonmotionwithit;
「共 行 動 」 は 〈共 に 動 く 〉〈一 緒 に 動 く 〉 こ との 意 味 で あ る 。 造 語 法 と
して は,「 共 行 」+「 動 ク」 と既 存 語 を 組 み 合 わ せ た もの で あ る 。3字 語
『白 手十く㍉11』(ノ)II尺嘲1'}2J7
は,こ の ように,2字 語 に前接,あ いは後接の語基 を伴 う構造 になってい
る。そ の多 くは既 存語(語 基)の 組み 合わせ による。 そのため,は じめ
て見る語であ っも容易 に理解 で きる特色 を もっている。
「前進動」(前進+動),「 独立動」(独立+動 〉 も同 じ構 成である。 しか
し,今 はいずれ も廃語 になってい る。
◆滴流体liquids
然 リ ト難モ圃 杢ハ必 シモ常二細管或ハニ板 ノ狭 キ所二昇 ルニ非 ズ
Butliuidsdonotalwaysascendinnarrowtubesorspaces;
「滴流体」 も,今 は 〈液体 〉また く流動体 〉と訳 されている。 この 「滴
流体」 の造語法 は,「滴」+「 流体」 と分析 で きる。つ ま り 「滴」 と見立
てた ところに工夫があ り,そ れ に 「流体」 を付す構成 になっている。
〈新語②〉
◆ 需 湿wetting
凡 ソ物 ノ趣2と ハ 則 チ 滴 流 体 ノ固 形 体 二 付 着 ス ル モ ノニ シ テ
Whereverwehavewee,wehaveacaseofadhesionofaliquidtoa
solid.
「需 湿 」 は,古 く 『晋 書 』 に 見 え る と い う。 しか し,日 本 語 で は 本 資 料
が 早 い よ うで あ る 。 こ の 語 も,訳 語 に よ っ て 日本 語 の 使 用 語 彙 と な っ た 。
た だ,今 日の 一 般 の 国 語 辞 典 に は 見 え な い 。
以上,〈新語① 〉〈新語② 〉の,い わゆる 「廃語」 につ いて検 討 して き
た。 これ らの語の多 くは 〈新語① 〉〈新語② 〉と も,に,幕末 ・明治期(本
資料の明治6年 まで)の 洋学 の翻訳 に際 して,そ の時 だけ,ま た は当時
の洋学 者の 一部の 人 にのみ 用 い られ,そ の後 は廃 語 になった語で あ る。
(「廃語」の認定 は,前 号 の く註4>参 照)
ところで,こ れ までの研 究で は,主 と して,既 存語 の語 誌 に注 目 して
きた。 しか し,造 語法 の研 究 には,廃 語 の性 格 を知 るこ と,つ ま り,な
ぜ廃 語 になったの か,現 存語 との比較検 討 によって,廃 語 になった理 由
が明 らか になる と考 える。
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幕 末 ・明治初期 の訳語 をテーマ に 『百科全書』 の うち,「化学」 「天文
学」 「物理」 の訳語 を検討 して きた。
3の く新語① 〉の検討では,近 代の西洋文化の移 入に際 して新 たに造 ら
れた語 を取 り上げた。 ここでは499語(37.9%)が対 象 となった。その訳
語,お よび訳 語法 の特徴 は,日 本が初 めて西洋語 を取 り入れ た蘭学 で獲
得 した語 を語基 と して3字 語,4字 語 を造 成す る とともに,蘭 学 時代 に
確立 した訳語法 をを活用 して,多 くの2字 語 を造 った。(前号)
4の 〈新語② 〉の検討で は,こ の期 の訳語が 「使 用語彙」 となった もの
うち,現 在 も活用 されて いる 「現存語」 を論究 した。 これは次章 の 「廃
語」 を明 らかにす るためであ った。
5の 「廃語」 の検討 では く新語① 〉〈新語② 〉の中で現代 では使 われ な
くなった語 を取 り上 げた。 ここで は191語(新 語 に占め る割 合33.2%〉
が対象 になった。
「現存語」 と 「廃語」 の比較 か ら,新 語の特 色 を確 認す るのが 目的で あ
る。 この こ とについての詳論 は,こ の稿 につづ く<「文 系の訳 語 〉」 を脱
稿 した後 に,今 回の く理系 の訳語 〉と比較 しなが らまとめたい。
(未定稿)
